
  

様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の４

－①を用いること。 
学校名 福岡南美容専門学校 

設置者名 学校法人西村学園 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 
https://nanbi.jp 

 

収支計算書又は損益計算書 
https://nanbi.jp 

 

財産目録 
https://nanbi.jp 

 

事業報告書 
https://nanbi.jp 

 

監事による監査報告（書） 
https://nanbi.jp 

 
 

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

衛生 衛生専門課程 美容師科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 

昼 

２０１０ 

単位時間／単位 

単位時間

750 

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

1260 

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

２０１０単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

２４０人 １９７人 ０人 ９人 ８人 １７人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要）シラバスに沿って実習並びに講義の方法と授業計画を実施。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 
授業科目の成績認定は、学年末において、各学期末に行う試験、実習の成果、履修状 況

等を総合的に勘定して行う。ただし、出席時数が履修時間の１０分の８に達しない者は、

授業出席時間数、技術評価、知識評価の三項目で認定される。 ＜出席時間数＞出席時間

数が８０％を下回る場合、成績の如何に関わらず不認定となる。 ＜技術評価＞国家試験

課題、理容科は、カット、シェービング・顔面処理、美容科は、ワインディング・オール

ウェーブセッティング・カット。定期試験で合格点に達した者を認定。合格点に達しない

場合は、追試験を受け、合格した者を認定する。＜知識評価＞学科科目を対象とする。定

期試験に合格した者を認定。合格点に達しない場合は、追試験を受け、合格した者を認定

する。 

https://nanbi.jp/
https://nanbi.jp/
https://nanbi.jp/
https://nanbi.jp/
https://nanbi.jp/


  

卒業・進級の認定基準 

（概要） 
第２学年で習得する教科の認定。  

卒業試験の合格。 

学費並びに納入金の納入確認。 

学修支援等 

（概要） 

特待生制度（学費の支援） 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 ５５人 

（100％） 

０人 

（  ０％） 

５５人 

（  １００％） 

０人 

（  ０％） 

（主な就職、業界等） 

美容業界、結婚式場、ネイルサロン、エステサロン 

（就職指導内容） 

校内セミナー、インターンシップ、履歴書・面接指導・企業から届く求人案内、求人票 の見

方指導・ビジネスマナー・就職指導の授業・進路指導カウンセリング 

（主な学修成果（資格・検定等）） 
美容師国家試験、AJESTHE フェイシャルエステ、JNEC ネイリスト検定、JMA 日本メイ

ク アップ技術検定、山野流着装初中伝・奥伝、パーソナルカラリスト検定、日本ヘアケア マ

イスター検定等 

（備考）（任意記載事項） 

【希望者のみ】 理容国家試験 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

 １３９ 人 ５ 人  ３．６％ 

（中途退学の主な理由） 

学習意欲減退（４名）持病の悪化（１名） 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

カウンセラーによる相談、クラス担任制による指導、個別面談等の対処 

 

  



  

① 学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

衛生 衛生専門課程 理容師科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 

昼 

２０１０ 

単位時間／単位 

単位時間

750 

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

1260 

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

２０１０単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

４０人 １６人 ０人 ３人 ２人 ５人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要）シラバスに沿って実習並びに講義の方法と授業計画を実施。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

授業科目の成績認定は、学年末において、各学期末に行う試験、実習の成果、履修状況等

を総合的に勘定して行う。ただし、出席時数が履修時間の１０分の８に達しない者は、授

業出席時間数、技術評価、知識評価の三項目で認定される。＜出席時間数＞出席時間数が

８０％を下回る場合、成績の如何に関わらず不認定となる。＜技術評価＞国家試験課題、

理容科は、カット、シェービング・顔面処理、美容科は、ワインディング・オールウェー

ブセッティング・カット。定期試験で合格点に達した者を認定。合格点に達しない場合

は、追試験を受け、合格した者を認定する。＜知識評価＞学科科目を対象とする。定期試

験に合格した者を認定。合格点に達しない場合は、追試験を受け、合格した者を認定す

る。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

第２学年で習得する教科の認定。  

卒業試験の合格。 

学費並びに納入金の納入確認。 

学修支援等 

（概要） 

特待生制度（学費の支援） 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 ４人 

（100％） 

０人 

（  ０％） 

４人 

（  １００％） 

０人 

（  ０％） 

（主な就職、業界等） 

理容店 

（就職指導内容） 
校内セミナー、インターンシップ、履歴書・面接指導・企業から届く求人案内、求人票 の見

方指導・ビジネスマナー・就職指導の授業・進路指導カウンセリング 



  

（主な学修成果（資格・検定等）） 
理容師国家試験、AJESTHE フェイシャルエステ、JNEC ネイリスト検定、山野流着装初中

伝・奥伝、日本ヘアケアマイスター検定等 

（備考）（任意記載事項） 
【希望者のみ】 美容国家試験 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

 １６ 人 ４ 人  ２５ ％ 

（中途退学の主な理由） 

経済的困難（２名）学習意欲減退（２名） 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

カウンセラーによる相談、クラス担任制による指導、個別面談等の対処 

 

  



  

① 学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

衛生 衛生専門課程 
トータルビューティ

ー科 
○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 

昼 

２０００ 

単位時間／単位 

単位時間

300 

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

1700 

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

２０００単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

６０人 ６０人 ０人 ３人 ５人 ８人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要）シラバスに沿って実習並びに講義の方法と授業計画を実施。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 
授業科目の成績認定は、学年末において、各学期末に行う試験、実習の成果、履修状 況

等を総合的に勘定して行う。ただし、出席時数が履修時間の１０分の８に達しない者は、

授業出席時間数、技術評価、知識評価の三項目で認定される。＜出席時間数＞出席時間数

が８０％を下回る場合、成績の如何に関わらず不認定となる。＜技術評価＞資格試験課

題、エステ、メイク、ネイル、ブライダル着物着付け、アロマ。＜知識評価＞学科科目を

対象とする。定期試験に合格した者を認定。合格点に達しない場合は、追試験を受け、合

格した者を認定する。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 
第２学年で習得する教科の認定。  

卒業試験の合格。 

学費並びに納入金の納入確認。 

学修支援等 

（概要） 

特待生制度（学費の支援） 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 ２６人 

（100％） 

０人 

（  ０％） 

２６人 

（  １００％） 

０人 

（  ０％） 

（主な就職、業界等） 

百貨店美容部員、結婚式場、ネイルサロン、エステサロン、理美容店 

（就職指導内容） 
校内セミナー、インターンシップ、履歴書・面接指導・企業から届く求人案内、求人票 の見

方指導・ビジネスマナー・就職指導の授業・進路指導カウンセリング 



  

（主な学修成果（資格・検定等）） 
AJESTHE 認定・上級エステ、JNEC ネイリスト検定、JNA ジェルネイル検定、JMA 日本

メイクアップ技術検定、山野流着装初中伝・奥伝、パーソナルカラリスト検定、ABC ブライ

ダル検定、アロマコーディネーター検定 他 

（備考）（任意記載事項） 
【希望者のみ】美容師国家資格、理容国家試験 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

 ５３ 人 ３ 人  ０．６％ 

（中途退学の主な理由） 

学習意欲減退（３名） 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

カウンセラーによる相談、クラス担任制による指導、個別面談等の対処 

 

  



  

① 学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

衛生 衛生専門課程 ヘアメイク科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 

昼 

２０００ 

単位時間／単位 

単位時間

300 

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

1700 

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

２０００単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

６０人 ２２人 ０人 ３人 ５人 ８人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要）シラバスに沿って実習並びに講義の方法と授業計画を実施。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 
授業科目の成績認定は、学年末において、各学期末に行う試験、実習の成果、履修状 況

等を総合的に勘定して行う。ただし、出席時数が履修時間の１０分の８に達しない者は、

授業出席時間数、技術評価、知識評価の三項目で認定される。＜出席時間数＞出席時間数

が８０％を下回る場合、成績の如何に関わらず不認定となる。＜技術評価＞メイク技術、

ヘアメイク作品作り、撮影、韓国語の語学試験。＜知識評価＞学科科目を対象とする。定

期試験に合格した者を認定。合格点に達しない場合は、追試験を受け、合格した者を認定

する。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 
第２学年で習得する教科の認定。  

卒業試験の合格。 

学費並びに納入金の納入確認。 

学修支援等 

（概要） 

特待生制度（学費の支援） 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 －人 

（－％） 

－人 

（  －％） 

－人 

（  －％） 

－人 

（  －％） 

（主な就職、業界等） 

美容・メイク業界、ヘアメイク事務所（予定） 

（就職指導内容） 
校内セミナー、インターンシップ、履歴書・面接指導・企業から届く求人案内、求人票 の見

方指導・ビジネスマナー・就職指導の授業・進路指導カウンセリング 

（主な学修成果（資格・検定等）） 
美容師国家試験、JMA 日本メイク アップ技術検定、山野流着装初中伝・奥伝、TOPIK 韓

国語検定 他（予定） 



  

（備考）（任意記載事項） 
R7 年度が初年度の為、２学年の在籍数は０名。 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

 ２２ 人 ０ 人  ０％ 

（中途退学の主な理由） 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

カウンセラーによる相談、クラス担任制による指導、個別面談等の対処 

 

  



  

②学校単位の情報 

ａ）「生徒納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 備考（任意記載事項） 

美容師科  200,000円 840,000円 370,000円 その他２年次 240,000円 

理容師科  200,000円 800,000円 350,000円 その他２年次 240,000円 
トータルビュ

ーティー科  200,000円 840,000円 410,000円 その他２年次 200,000円 
 ヘアメイク

科  200,000円 840,000円 410,000円 その他２年次 200,000円 

修学支援（任意記載事項） 

特待生制度（学費の支援） 

 

ｂ）学校評価 
自己評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://nanbi.jp 

学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制） 

常に教育水準の向上を図り、本校の目的及び社会的使命を達成するため、教育活動及

び学校運営の状況について、自己点検・評価会議を行う。 

評価結果を踏まえてその評価が適切に行われているか、生徒の主な就職先の役員（1

名）、卒業生（１名）、地域住民（2名）が学校関係者として評価する。 

学校関係者評価を踏まえ、校長の責任の下、改善方策を速やかに実行する。 

学校関係者評価の委員 

所属 任期 種別 

美容室経営 令和７年４月１日～ 

令和８年３月３１日 

企業側委員 

美容室経営 令和７年４月１日～ 

令和８年３月３１日 

卒業生 

不動産・飲食店経営 令和７年４月１日～ 

令和８年３月３１日 

地域住民 

地域住民 令和７年４月１日～ 

令和８年３月３１日 

地域住民 

学校関係者評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

公表方法‐https://nanbi.jp 

名称‐学校案内 

入手方法‐ホームページより資料請求、又は来校。 

第三者による学校評価（任意記載事項） 

 

 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://nanbi.jp 

 

 

https://nanbi.jp/
https://nanbi.jp/


（別紙）

※ この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

※

※ 備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

合計（年間）

以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄（合計欄を含む。）について、該当する人数が1人以上10人以下の場合には、
当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が0人の場合には、「0人」と記載すること。

本表において、多子世帯とは大学等における修学の支援に関する法律（令和元年法律第８号）第４条第２項第
１号に掲げる授業料等減免対象者をいい、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分、第Ⅳ区分（理工農）とは、それぞ
れ大学等における修学の支援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第２号イ～ニに掲げ
る区分をいう。

年間

６３人（　０　）人

後半期

５９人（　０　　）人

36人

－

学校名（〇〇大学 等）

設置者名（学校法人〇〇学園 等）

福岡南美容専門学校学校

学校法人西村学園

前半期

支援対象者数
※括弧内は多子世帯の学生等（内数）

※家計急変による者を除く。
５９人（　　０　）人

36人第Ⅰ区分

学校コード（13桁） H140320300067

（備考）

12人 12人

内
訳

第Ⅲ区分 11人 －

（うち多子世帯） （　　　　０　　人） （　　　　０　　人）

（うち多子世帯） （　　　　０　　人） （　　　　０　　人）

第Ⅱ区分

0人第Ⅳ区分（多子世帯）

（うち多子世帯） （　　　　０　　人） （　　　０　　　人）

０人 ０人

区分外（多子世帯） ０人 ０人

第Ⅳ区分（理工農）

家計急変による
支援対象者（年間）

０（　　０　）人

６３人（　　０　）人



年間 前半期 後半期

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

３月以上の停学 0人

年間計 －

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、当該学業成績が著しく不良である
ことについて災害、傷病その他やむを得ない事由があると認められず、遡って認定の効力を失った者の数

右以外の大学等
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を含む。）、
高等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専門学校（修業年限が２
年以下のものに限る。）

人 0人 0人

人 0人 0人

0人 0人

人 0人 0人

退学 －

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨学生認定の取消しを受け
た者の数

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受けたことにより認定の取消
しを受けた者の数

（備考）

（備考）

修業年限で卒業又は修了できないことが確
定

修得単位数が「廃止」の基準に該当
（単位制によらない専門学校にあっては、履修科目の単
位時間数が廃止の基準に該当）

出席率が「廃止」の基準に該当又は学修意
欲が著しく低い状況

人 0人 0人

人 0人 0人

「警告」の区分に連続して該当
※「停止」となった場合を除く。

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）の処分を受けたこと
により認定の取消しを受けた者の数

計

人

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当したことにより認定の取
消しを受けた者の数

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの
に限る。）

右以外の大学等

後半期

年間 0人

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

前半期年間



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、停止を受けた者の数

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの
に限る。）

年間 前半期 後半期

ＧＰＡ等が下位４分の１ 人 0人 0人

計 人 0人 0人

出席率が「警告」の基準に該当又は学修意
欲が低い状況

人 0人 0人

（備考）

修得単位数が「警告」の基準に該当
（単位制によらない専門学校にあっては、履修科目の単
位時間数が警告の基準に該当）

人 0人 0人

ＧＰＡ等が下位４分の１ 人 0人 0人

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの
に限る。）

年間 前半期 後半期

訓告 0人

年間計 0人

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給付奨学生認定の効力の停
止を受けた者の数

３月未満の停学 0人

（備考）

（１）停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより認定の効力の停止を
受けた者の数


